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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光法によつて，初めて明らかにされたものである。

　　　　　　　　　緒　　冨　　　　　　　　　　　　　一一・方，嘘癌細胞核内のDNA鍛については古くから

　核酸は生体内で蛋白と結合して核蛋白を形成し，細　　　生化学的方法によつて研究されて来たが⑫⑲，顕微分

胞の増殖，螢白質合成など磁命現敦の暴本的活動を支　　　光測光法によつて腫賜細胞核内DNA量は正常細胞に

配する物質で，その分子瞬卜1に含まれる糖質により2種　　　比べて一・・一般に多く・かつそのhistogram上の分布も

類に分けられている。すなわち，デゾキシリボ核酸　　　変化に窩んでいることが明らかとなつた⑭⑯⑭⑰⑱

（DNA）は細胞核の染色体に局在し，遺伝的因子と　　⑲。しかしながら人体隙癌の細胞核内DNA緻を組織’

密接な関係を有し，リボ核酸（RNA）は細胞核に　　　像別に検討した樂績はいまだ少ない。

も，細胞質にも広く分布して，蛋白質合成に関与して　　　著者はメL田外科教室において切除された胃並びに薗

いる①。　　　　　　　　　　　腸疾患の易ll幽標本について・顕微分光測光法により細
　核酸の測定は従来の化学的方法によると組織の単位　　　胞核内DNA量を測定し，そのhistogram上の分布

重盤に対する核酸盤を示すことになり，細胞蜜度によ　　　と組織像とを比鮫検討した。

って影響される欠点がある。そこで，かかる影響を受

けることなく，しかも目的とする細胞の核酸搬を測定　　　　　　　1研究材料並びに研究方法

する方法として顕微分光測光法（MicrQspectropho－　　　　　　A、研究材料　　　　　　　　　　　　〆
tometry）が考案された②③④。しかしながら顕微分　　　　研究材料は丸田外科教室における胃疾患36例（慢性

光測光法によつて測定された核内DNA貴は絶対貴を　　　胃炎12例，胃ポリ・・一一プ6例，胃癌娼例）と直腸疾患9

示すものでなく，相対盤を衷わすものであることが化　　　例（直腸ポリープ3例，直腸癌6例）を用いた。なお

学的測定法と異なる点である。　　　　　　　　　　　　対照としては1E常リソバ組織中のリソバ球を用いた。

　顕微分光測光法の発達によつて・正常体細胞核内の　　　　　　　B，研究方法

DNA盤はその生物種によつてほぼ一定であること・　　　　著者が用いた顕微分光測光法はPollister③，直良

及び性細胞核内DNA量は体細胞核内DNA最の2分　　　ら④によつて紹介された間接法であつて，　Feulgen反

の・である・とが麟さ練⑥⑥⑦⑧⑨⑩・ま熾内　騨よりeesされた撚のDNAについて瀕齢光

DNA盤と染色体数とがほぼ平行することも明らかと　　光度計を用い，その透過率を測驚して間接的に核内

なり⑩⑪，染色体の場合と同様にDNA猛がある基本　　DNA量を測定した。すなわち，手術により切除した

量（性細胞核のDN蝿）の整数倍にある核を2倍体・　組織片を10％フオルマリジ液で固定した後，・・ラフイ

4倍体，8倍体といい，とくに4倍体・8倍体以上を　　　ソで包埋し，核の璽複，切断を最小限にさけるため

多倍体というが，histogramでこれらが占める盤域　　　に，厚さユ2μの薄切々片を作製した。　DNA染色法は

を2倍体城，4倍体域等といい，その左右の量域を低　　　Feulgen原法⑳に従つた。スライドグラス，カバー

4倍体域，ないしは高4倍体域等と呼んでいる⑥。C　　グラXは共に厚さ0．16～0，17纏（偏差O．　01man以内）の

のDNA最よりみた多倍体の研究は多くは顕微分光測　　　ガラス板を用い，封入にはツ論一デル油を用いた。細
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胞核内DNA相対最（以下単にDNA量）の測定はオ　　　以上の成績からDNA趨：が20～30Eabの縦域を2倍

リンバス光学製のMSP－A　W型を使用し，波長はタン　　体域とし，以下40N60Eabを4倍体域，90層110　Eab

グステン光源の557mμの波長を用いた。ついで薄切　　　を8倍体域とみなすこととした。

々片より顕微鏡下で核相互の雄複，切断等のない細胞　　　　　　　B，問疾患

核を任意に100＝Xび出し，組織片外に膏検を行なつ　　　　　　1．　慢性胃炎

た後，核の中央に一一定の大きさのスポツト（直径1．6　　　慢性岡炎は組織学的に萎縮跳胃炎と診断されたもの

μ）をあて，その核の吸光度Eを求めた。ついで接眼　　　について，ヒスタミン法により1丘酸例，過酸例，無酸

ミクPメーターで核の長径Ca），短径（b）を測定　　　例に分けて粘膜上皮細胞と腺上皮細胞の核内DNA徽
し，細胞核1コあたりのDNA鍛をi良の方法（Eγeノ⑳　　　を測簸した。

に準じて・著者はEabで表わした。　　　　　　　　　　　　a．　1ε酸例

　各濾例の測定値は度数分類表にまとめ1横軸にD－一　　　正酸例2例について測定した成績は表2の如くで，

NA盤（Eab），縦軸に細胞核数（％）をとりhis－－　　11istogra颯にて衷現すれば図2の如くである。

togramにて表現した。

表2　　　慢　性　岡　炎（iE酸例）

　　　　　II研究成綾

A，対照・疏・・㈱　　　　 器。隅一・・－2。・3・一・。－5。－6・）・…－8・一・・一…一

　正常リソパ球について測定した成績は衰1の如く

で，その1微hist°9’amで示せば図1の姻であ　細

る。DNA盤は20岬30Eabを最頻値として，ほぼ左右
対称形に1・～、・E。bの間騨峰性肺齢している。　胞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　核

＿＿＿＿．＿＿＿＿＝＿S＿⊥　　【　塵　1＿」LJ．＿＿1．．＿！＿me」L＿

表1　　紺照（正常リンパ球）　　　　　数

齢。購一・・－2・－3・－4・－5・－6・－
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　粘膜上皮についてみると症例1では20　－v　60Eabの　　　　図3　　慢　性　胃　炎　（過酸例

鱗論．濫畿1霊膿な鴛、謡ゼ撚酬隙
の間に分布レ症例1に比して範隙凱やや広いが，や　啖

はり大部分は50Eab以下にまとまつており，最頻値
は20・－30Eabにある。　　、　　　　　　　　　　　　　3

　腺上皮での測定では舵例1は10～60Eabの間に分　　　　2

布し，大部分が50Eab以下にあつて，鍛頻値は30～

40E・bにある。症例2は・O．－90E。b聞にややrh広い　1

分布を示すが，最頻値は30～40Habにある。

　すなわち，正酸例の粘1漠上皮と腺上皮との間には細

胞核内DNA黙齢なく識常リ。，・球批べる　　　　　翻2
とDNA量のわずかに多い細胞核が出現し，その大部　　　　4

分は2倍体から高2倍体域にある滋擁性分布である，，

　　b．過酸例

　過酸例8例について測定した成績は表3の如くで，　　　　2

表3　　　慢　性　闘　炎　（過酸例）

DNA搬
（Eab）

細

胞

癒例

1

2

3

4

酸度

十
132

十
123

十
92

十
75

粘膜
上皮

腺
上皮

粘膜
上皮

腺

上璽

粘膜
上皮

腺
聰皮

粘且莫

上皮

腺
上皮

一10－20－30・・40－50－60－70－80－90顧100一

核

数

5

6

7

8

十
110

105

十
9L

十
83

l　l　甘　L↓＿－Lvrm．”1＿＿L　I　l＿　　　　　　　　　　　　　例3

1　41　32　12　7　　6　　1　　　　　　　　　　　　　　‘

2　33　43　14　6　　2

1．9　31　28　14　6　　2

2t　45　13　15　4　　2

7　23　25　22　7　　7　　8　　1

2　1828　22　18　10　2

症例4

7　3936　9　9

i4　35・37・・6　53

粘膜
上皮

腺
上皮

粘膜
上皮

腺
盈壌

粘膜
上皮

腺
上皮

粘膜
上皮

腺
上皮

24　28　31　12　3　　2

53131267
．一．一．．一＿＿＿．・ @＿＿一　　＿＿＿－　　　　　　50　100　　　　　50　100酬A凪に昌b）

20272128　4

　　3040219　　　　　このうち4例をhist。gramで示せば図3の如くであ
一一…一一・一

@　　一一・一一一・一一一．一・一一一一・一　　　 る0

　　4162634U6　3　　　　　　　粘膜上皮の成績では症例ユは10～80Eabの間に分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　布し，最頻値20・v30Eab，症例2は20bV80Eabの間
　　21644、2513
　　　　　　　　　　　　　　　　　　に分布し，最頻値30・v40Eab，症例3は10～90Eab

33520231522　　　　　　の閲に分布し，最頻値30～40冠ab，症例4は10－・60

　　　　　　　　　　　　　　　Eabの間に分布し，最頻値は20～30Eabである。各
82233201151 @　　　　症例の問に多少，最頻値量域，分布範囲等に蓬を認め
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るが，症例5，6，7，8を併せて検討すれば分布範囲　　　図4　　慢性　胃　炎　（無酸例）

は10～90Eabで・大部分の糸li1胞核が5°Eab以下にあ　　　＊縢上皮　　腺上皮

賑乏段馨灘謙溌4°Eabに2らり’各症　講

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
　腺上皮では症例1は10～70Eabの間に分布し，最　　　　40

頻値は30～40Eab，症例2は20～80Eabの間に分布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
し，最頻値は30～40Eab，症例3は10～80Eabの間

に分布し，最頻値30～4・（｝Eab，症例4は10・v70Eab　　　20

の間に分布し，最頻態は30～40Eabであって，淀例

5，6，7，8を併せて検討してみると，分布範囲は10

～90Eabの間，その殻頻値は30～40Eabにあつて，

火部分の細胞は50Eab以下にまとまつて，各症例の

10

間の分布状態に著しい差が認められない。　　　　　　　　　4

　すなわち，過酸例におけるDNA癒は粘膜上皮と腺

上皮との間に差がなく調照の麟リン・噛砒べれ　　S

ぼやや増加しているが，その分布状態は正酸例と同様　　　　20

に大部分の細胞核は2借体ないし高2倍体域にあつて
単峰性分布を示す。　　　　　　　　　　’　　　　　　　　I

　　　　G．無酸例

　無酸例2例について測定した成綴は表4に示すとお

りで，histogramで表現すれば図4の如くである。

症例1

50　　　tOO

症例2

50　　tOO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　費ポリープ6例の成績は衷5の如くで，その3例を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　histogramにて示せば図5の如くである。

測　慢性閏炎（鰍例）　　　癬1・は・・～8。E。bの間紛机，・榊分布織

DNA黄
（Eab）

細

胞

核

数

症例「酸度粘膜

　　　　上皮

胴6叢

2 一21

粘膜
止皮

腺
上皮

．10－20－30－40－－50－60．70．80．90－100一　　囲は最もせまく・般頻値は40～50Eabにある。症例

I　IIll　il　Il　1　　　4は30～100Eabの間に分布し，最頻値は50～60Eab
2034318　42　1　　　　　　にあり・症例6は40～100Eabの間に分布し，最頻侮

　　　　　　　　　　　　　　　　は50～60Eabにあるが，さらに80～100Eabにもや

841　355641 @　橘撚を示す量1齢ある。
　　　　　　　　　　　　　　　　すなわち，胃ボリーブの腺上皮細胞核内DNA盤は
1335231784
　　　　　　　　　　　　　　　対照の正常リソパ球に比べて明白な増加を示しt慢挫

1933309　72　　　　　　　胃炎と同程度か或いはそれ以上のDNA燈を示すが，

　　　　　　　　　　　　　　　100Eabを越す症例はない。すなわち，細胞核は2倍

　　　　　　　　　　　　　　　体から高4階体域，さらに8倍体域にわたって分布し
撒上皮では翻1は2°～9°Eabの間紛布し・　ているが，その火鰯をま4倍体か嘱4倍鰍に難
最頻値は30～40Eabにある。症例2は20””80Eabの　　　る単峰性分霜を示すものが多い。ただし6例中1例は

間に分布し，最頻値は3Q～40Eabにある。

　腺上皮では症例1は20～90Eabの間に分布し，最
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5　　　胃　ポ　　リ　ー　プ
頻値は30N40Eabにある。症例2は20～80Eabの間

1に肺し・最頻廊3°～4°E”b　eこある・　　圏醗
すなわち，無酸例のDNA燈は正酸例，過酸例とほ

關様で湘膜上皮と腺厳との間薩カミなく汰部　細
分の細胞核は2倍体から高2倍体域にあつて単峰性分
布を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　胞

　　　2．　胃ポリープ　　　　　　　　　　　　　　　核

　胃ポリープにっいては腺腫性ポリープの腺上皮細胞　　「数

核について測定した。

症例
　1

　2

3

4

5

6

一JO－20－30－40－5Q－60－70－80－90－100－1ユ0－120一

＿1　［　I　I　I　l　l＿I　i　　l　　l　　L．．＿

6　2837　16　12　工

4223034631
11　23　20　28　ユ2　5　　1

　112529　1912　3　　ユ

　ェ4　23　2】　28　Z1　2　　1

　　　19　31　13　9　14　14
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図5　　胃　ポ　　リ　ー　プ　　　　　　　　　　図6　　胃　　　　癌　（腺　癌）

　　　　　　　　　酬　　　　　鍵　　症例1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（急｝

症例4

2峰姓の分布を示したQかかる2峰性分布は対照或い　　histogramで表現した分布状態より代衷的4例を示

は慢性胃炎にはみられない。　　　　　　　　　　　　　せぱ図6の如くである。

　　　3，　胃　　癌　　　　　　　　　　　　　　　　　症例1は30～200Eabに巾広く分布し，50～100Eab

　胃癌は胃癌研究会の分類にしたがつて，腺癌及び単　　　に特に頻値が高く，その最頻値は70－80Eabにある

純癌に分けて癌細胞核内DNA燈を測定した。　　　　　　が，このほか12Q～ユ60Eab，或いは工80～190Eabに

　　a．腺癌　　　　　　　 も頻値のやや高い貴域がある。すなわち．本例の如く

　腺癌12例について測定した成績は表6の如くで，　　　高2倍体から高多倍体域にわたる巾広い分布範囲を示

表6　　　　　　　　胃　　　　　癌　　（腺　　癌）

DNA貴
（Eab）

細

胞

核

数

症例
　ら

　：

ll

隠

1，i

強

型
I

I

I

工［

∬

皿

夏

∬

皿

豆

皿

皿

一10－20－30－40－50－60－70－80－90－100－110－120－130－140－150－160｝170－180－190－200－

　1　1　　1　1　1　1　1　0　1　　i　　l　　l　、　l　　l　　l　　l　　r　　l　　l　　l

14121014910　3　3　5　9　4　5　1　1　7　2
　161117111510　3　ユ0　2　6　3　1　2　2

2228ユ3131311137　4 2　1
3 6

　35ユ02316518424541
　2410ユ4ユ3：L611146　5　1　2　2
　291817188　6　6　9　3　3　1
　　　51ユ2216工1　3　1111　3　6　工

127102019885947
　8101923工495426
5ユ31517165910532
1　　7　　9　16　26　18　10　　8　　　3　　　2

　　×5　ユ53216　10　　7　　5
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すとともに，多峰性の分布状態を示すものを1型とす　　　　図7　　胃　　　　癌　（単純癌）

繊暫1識認輪、綴∵㍑撰灘　懇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％〕
70－v80Eabに，あり，他にユOO・・ylIOEab，130～16（｝Eab　　　　　　20

にも頻値の多少高い量域を有する3峰性分布を示す。

症例10は30～140Eabに分1fiし，40～80恥bに頻値が　　　10

高く，その最頻値は60～80Eabで，この他にも9．　0・v

110Eabに頻値の高い量域を有する2峰性の分布を示

す。症例4及び症例10の如く高2倍体から高81音体域　　　　30

に2ないし3峰性の分布を示し，細胞核の多くが高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　204倍体域にあるものを1工型とすると，症例5，6，7，

8，9は皿型に属する。症例Uは30～130Eabと分布　　　　10

範囲がせまく，最頻値70～80Eabの潔峰憔の分布を

示す。この様に高2借体から8倍体域に及ぶ単峰性分

布を示し，大部分の細胞核が高4倍体域に集まつてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
るものを1皿型とすれば，症例12は皿【型に楓する。

　以上の腺癌の成績を要約すると，衷8の如く1型3　　　20

例，皿型7例，il［型2例となり，大部分がll型に属し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lOている。ただし，いずれの型においても細胞核の多く

は高4借体から8倍体域にある。

　　b．単純癌

裏7　　圏　 癌（単純癌）
DAN螢
（Eab）

細

胞

核

数

癌例
　1

　2

　3

　4

　5

型
　皿

　I

l皿
「皿

　五

61　］［

一10－20－30－40－50－60－70－80一90－1QO－110－120－130－140－150－：L60哺170－．180－190－200一

＿」、＿、↓＿ユ．一＿．！4．．一、．L。」．＿ユ＿．L、＿L．、．．＿L＿＿L＿＿」＿＿」．．＿．LL．⊥＿よ．＿工＿－m－．L、．一＿⊥＿

　　　2820ユ61511　7　4　3　7　6　1
　152020818　8　2　7　3　8
　3　　9　19　工4　1L　14　　ユ2　　3　　10　　2　　　3

1　　8　24　25　10　7　　7　　2　　4　　　1　　5　　　6

　5　工0　7　13　12　11　　18　　6　　　8　　　8　　　2

　7　101125　18　13　　4　　6　　2　　4

　単純癌6例について測定した成績は表7の如くで，　　　110～120Eab，130～140Eabにも頻値の多少高い盤域

histogramに表現して，その分布状態より代表的な　　　がある3峰馳分布を示す。

3例を示せば図7の如くである。　　　　　　　　　　　　以上の成績を要約すると，単純癌においては全例が

　症例1は50～170Eabに分布し，6例中最も高い貴　　　低4倍体から高8倍体域，さらに高多倍体域にわたつ

域に及ぶ分布を示すが・大部分の細胞核は60～120　　て分布するが・大部分の細胞核は高4倍体から8倍体

Eabに集まり，その最頻値は70～80Eabにある。さ

らに140～・60E。bにもや噸値の高い鯛が認めら　表8　分　布　状　ne

れ，2峰性の分布を示す。症例4は30”“150Eabに分　　　　　　　　　　胃　　　　　癌

・布し汰部分の細胞撚4°r“1°°Eab喋まり・その @　　腺剰単糸蠣
11・’

E113Q　tv　15・E。bにもやや鮪の高い鰯のある，縦　　1　　3

編布を脇症例・は・・一・4・E・b…分布・・購　 l　l

最頻値は50～70Eabにあり，この他に110削ユ20Eab，　　一一一一一一一

も分布範囲がせまいが，大部分の細胞核は40～100　　．．一一wwmp．一＿

0

6

0

直腸癌

腺　　癌

3

2

i

・・bに難・，．最囎…一・・E。bにあ、．また　合副　121・1・
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城の聞に難り12峰性ないしは3峰性の分布を示　衷9　直腸ポリープ
し，その分布状態からみれば全例が江型に属している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
（衷8）．　　　　　　　　圏。A9’ig，il－・・－2e・一・。・・一・・一・…－8。－9・－1・。一・…2・一

c．　直腸疾患　　　　　　　　　　　　　　　　　幽．＿＿＿，＿－」＿一＿一1＿．．．⊥　I　l　l　l　l　．1　　l　　l　　l

　　・・醐ボ・づ・　　　　　耀
　孤立性の腺腫性ポリープ3例について測定した成績　　　核
醸、の如くで，。れをhi，t。9，amで示すと図8の　数

症例

　1　　 825391783
　2　 192027201183］
　3　　　　　　　　　8　24　2］、24　18　3　　2

如くである。

　症例1は20・v80Eabの聞に分布し，大部分の細胞　　　　図8　　　直　腸　ポ　リ　・一’プ

翻羅謁鼎鷲1灘耽1°號雰渥　蕊
30～60Eabに集まり，最頻f直は40・V50Eabにあるe　　　　　　40

症例3は30－100Eabに分布し，大部分が40～80Eab

に集まり，最頻値は40－50Eabと60～70Eabの2盤　　　　30

域にある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
　以上の成績を要約すれば細胞核は2倍体から8倍体

域に分布し，その大部分嫁4倍体から高4倍体にあつ　　　　　10

て，胃ボリー・プとウ敦ぼ岡様に蝋峰性分布を示す。

　　2．直腸癌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
　直腸癌6例について測定した成績は表10の如くで，

そのうち代衷的な3例をhistogramで示すと図9の　　　　　20

如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　te
　症例1は50　・v　200Eabの間に巾広く分布し，60～

110Eabに頻値が高く，その最頻値は90～IOOEabに

認められる。そのほかに130～ユ4QEab，160～170Eab

にも頻値の多少高い鐙域が認められ，分布状態は1型　　　　　20

である。症例2，3も1型に属する。症例4は40～　　　　1

す。細胞核の大部分は高4借体ないし低8倍体域にあ

つて皿型に鞘する・翻5も亙型嘱する・症例　肚職績腰細ると，醐癌（腺癌）“x．hi，．．
6は4°’v　13°Eabのtlafieeまとまつて分布し，5°～9°　・。9・amの分布状態よりみれぽ1型3例，週2例，

Eabに灘醐く澱糀は翻でe：ないが・ほぼ　mew・例で俵8），　V・ずれの型において欄繊の

単峰性に近い分穐示し・これ聴し樋型嘱する　畑分繭4離から8倍体域vaある。
ものと考えられる。

表10　 直腸癌（腺癌）
DAN量
（Eab）

細

胞

核

数

症例型
1

2

3

4

5

6

I

I

I

証

豆

皿

一10－20－30－40－50－60－70－80－90－100・－110・一ユ20－130一ユ4Q－150・・160一ユ70－X80－・190－200一

l　I　I　［　l　l　量　I　I　l　I　l　i　I　L－，

　391116237537325321　5　13　8　ユ2　11　　10　　14　　7　　5　　　1　　　1　　7　　4　　　2

2　　8　24　18　6　　10　　7　　　2　　　3　　　5　　　6　　　2　　　5　　　2

71125914iO　114333
122Q　215104106 6　42
4　17　17　14　15　11　11　　8　　3



66－（66）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僑　ジ小1　医　鴛志　　第L5巻

　図9　　直　　腸　　癌　（腺　癌）　　　　　　　　まず，慢性盟炎の対照には正粥粘膜上皮るご用いること

，1、　症例，　　1驚灘伏勲1鷲素糠勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とも慢性胃炎と同様の組織像を示すと論じており，し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かも突際に正常留粘膜上皮を採取することは不可能で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるので，著者はDNA含有量の一定性の理論に従つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て正常リンパ球の核内DNA量を対照とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教蜜の消水⑳1は幌性胃炎の中でも外科的治療の適応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となるものは内科的治療に抵抗する萎縮性周炎である

　　　　　　　　　　　症例4　　　　　と述べており，畑外轍室セ。おける灘骸の購

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　標本は隠とんど全例が萎縮性留炎であるので，これを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正酸，過酸，無酸の3群に分けて細胞核内DNA鍛な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測楚した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正酸例では粘膜上皮と腺上皮との間には細胸核内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DNA盤に差がなく，そのhistogramによる分布状
　　30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態は対照の正常リンパ球に比べてDNA蝋のわずかに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多い核の出現を認めるが，その大部分は2倍体から萬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2僑体域の細鞄核であつて，対照と比べて著しい遷畏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過酸例では対照のリソパ球に比べてDNA搬のやや
　　　　　　50　　100　150　200DNAM｛Eab）　　　　　多い細胞核の出現を認めるが，粘膜上皮と腺上皮との

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間には麓がなく，histogram上の分布状態は正酸例

　　　　　　　　　III　考　　按　　　　　　　　　　　と同様に大部分の細胞核が2倍体から高2倍体域にあ

擁でも述べた如くIV・ndrely⑥・・L・u・htenber一　つて単雌の分禰示し，灘例砒べ・㈲。韻をま

ger⑨，直良ら⑧の顕微分光測光法を用いた研究によ　　　ない。

O・体細胞核内DNA蜘姓物の種によつてほぼ一定　　轍例の成績も正酸例，過酸例とほぼ同様で，粘膜

であるが・性細胞核内DNA量は体細胞の2分の1で　　上皮，腺上皮ともにhistogramでの分布状態では大

あるというrDNA量の一定性説」⑭が確調された．　部分が2離か硝2倍㈱の細繊｝。よつ砧めら

人体についても性網胞核内DNA燈を1としたとき，　　　れる単峰性分布を添す。

胃・腸皮嵐リンパ球等の体細胞核内DNA貴は　　以上慢性胃炎セこおける成績によれば，粘膜上皮並び

2となり・肝・膵等では2の像かに4あるいは8の　　に腺上皮のDNA盤は胃液酸度とは関係なく，　histo．－

DNA量を有する細胞核の存在することが開らかにな　　gram上の分布状態は全例ともほ醸同様で，大部分の

つた⑮・細⑳も肝鱒・鰺倍体の灘存在す・・　細胞核は・倍体から高・齢域にあつて調麟鞭

どを認めている・と・ろで証常体細胞で｝よDNAの　齢繊示した。

合成はその有糸分裂に際して正確に倍加されるが，そ　　　　胃ポリープとして腺腫性ポリープの腺上皮細胞につ

のDNAの合成される時期については有糸分裂週期の　　　いて測定した成績では正常リンパ球或いは慢性胃炎の

間期の後半或いは前期の初期に行なわれるという説が　　　それよりもDNA畳の多い細胞核が出現し，2倍体か

勧である⑳が・いまだ触とはいv・猷い⑧．鶏　ら高・鱗域，さらlr・倍㈱・批つて分机て、、

「にDNA箆を顕微分光測光法で測定する場合には有糸　　　るが，その大部分は4倍体から高4倍体域に集つてい

製の舗期のものが購剛撃れるカ・ら・その測　る．すなわち謂ポリープのごとき良樋翻。おいて

遂灘h’st°g「amで表現する融セこは例えば図1も慢性骸砒らべてDN蝿の多嘲繊力・増加し

砺し燗照の如く2倍体灘中心として多少酬へ　ている．なお滑とんどの症例騨鮒分布を示す

の拡がりがみられるわけであつて・測定誤差によ砿　が16例中・例が2鰍分布を示した．かかる分布は

・淋りのみでないと考えられる。　　　　　　　　　　　　対照或いは慢性胃炎にはみられず，後述の如き癌にお

　さて，箸者の胃並びに薩腸疾患について細胞核内　　　いてみられるものであつて．注目すぺき所見であると

DNA量を測定した成績によれば次の如くである。　　　　考えられる。
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　胃癌におけるDNA難については腺癌，単純癌とも　　　分の細胞核は高4倍体から8倍体域にあった。これら

に全般的に正常リンパ球．慢性胃炎，胃ポリP・プに比　　　の衷実は習癌細胞においては細胞分裂活性が高く，

べて明らかに・DNA量の多い細胞核が増加し，従来の　　　DNA合成が旧i盛であることを示すものであろう。さ

業績⑩⑯⑰とほぼ同様の成績を得た。小島⑩は細胞核　　　て胃癌のDNA量と組織陳との闘係については，徳岡

内DNA量の測定成績から子宮癌を3群に，胃癌を　　⑰は胃癌の癌細胞核内DNA量は明らかに増加してい

4群に分けて検討しているが・著者は腺癌をhisto一　　るが，腺癌と箪純瘤との間に蓬がないと報告してい

9・am上の分布状態から3型に分類して観察した．す　る。これに対して，　IF乞⑳は胃癌で騨純癌の方が腺癌

なわち，高2倍体から高多倍体域にわたる広範な分布　　　に比べて核内DNA齢が多いと主張した。

を示し，その大部分の細胞核は高4倍体城にあるが・　　　著者の成績では前述の如く腺癌はrlコ広い分辮を示す

高多倍体域にも2，3の峰を認めるものを1型，高2　　　1型から，比較的巾せま㌧・i旺型に至る3型に分けられ

倍体から高8儂体域に2ないし3峰性の分布を示し・　　　るが・大部分の細胞核に全例を通じて高4倍体から8

その大部分の細胞核が高4倍体域にあるもの6t　1［型，　　　倍体城にあつた。これに対して，単純癌はすべて正型

高2倍体からδ欝体域におよぶ比蜘掬まとまつた単峰　　　に属し，ほぼ等しい型を示し，腺癌とやや異なること

性分布な示し，大部分の細胞核が高4倍体域に集つた　　　が明らかとなつた。しかしながら．細胞核の大部分は

ものをll【型とすれば，腺癌12例中1型は3例，正型は　　　やはり高4借体から8僧体域にあつて，ζの点では腺

7例，皿［型は2例で大部分の疲例は皿型を示した。し　　癌との聞にとくに差異を示さなかつた。これに対し

かし，いずれの翻においても大部分の細胞核編4　て，教窺の捌⑳が・　・咽搬隙こついてむ腱したDNA

倍体から8倍体域にあることから，腺癌ではこの燃域　　　搬の成績では単純癌は腺癌に上ヒペて極めて巾広い分布

のDNA量を荷する細胞核が特に多いものと推測され　　　を示し・高多倍体域のDNA最を有する細胞核が一欄

る。　　　　　　　　　　　　　　増加していることが認められ，1撒腺の腺癌と単純癌
　単純癌のDNA量についてみると，そのhistogram　　　との闘には岡癌におけるよりもさらに明白な藻異が見

上の分布状態は腺癌において認められtceeな明肉な差　繊された。

異を示さず，金例とも豆型を示したことは単純癌の一　　　　一一・yv・留癌の術後予硫に関与する因子としては種々

っの特徴といえよう。しかし，大部分の細胞核は腺癌　　　のものが考慮されるが・胃癌の組織籐と予後との関係

と同様繭賠体から8借体灘あつた。　　　をみると、畑⑯ら，　9k藤⑳旅よれば腺概聯蠣

　腫瘍細胞の自律的増殖が正常細胞の遺伝的要素の脱　　　との間には明白な差異がみられないのに対して，甲状

落，変化等によつて生ずるものとすれば，その決定的　　　腺癌については腺癌の予後は比較的良好で，単純癌の

要因としてDNAの関与が璽祝されるべきである⑩。　　　予後は極めて悪性であつて’両者の間に明白な差がみ

かか襯点から画蜘胤正常rwntuとの間にはDNA　られる⑰⑰。

の化学構造上の差異を見出そうとする研究がなされた　　　　以上の麟災から考寮すれば倉癌の細胞核内DNA盤

が，両者のDNAには差異のないことが判明した⑳　　　は癌の発育ないし悪性麓と轡接な関係があるがごとく

⑳。しかしながら，鍵的には癌細胞のDNA盤es　iE　　推測される。

常細胞より多いと報告するものと⑳，胃癌，乳癌の　　　　次に，趨腸疾患についてみると，Stich㊥らは顕微

DNA量は正常組織よりは多いが，良性腫瘍と岡程度　　　分光測光法によつて細胞核内DNA量を測定し，ポリ

である・と報告するものもある⑳⑭。しかし近蒔の顕微　　　一プのDNA盤は増加して・2倍体よりむしろ4倍体

分光測光法による成tWerよれば，正常組織の細胞核内　　　域の細胞核が大部分を占めるが・癌細胞のDNA盤は

DNA量はいかなる組織から由来するものでも一一一reで　　　さらに増加し，その分布範囲が巾広くなり，4倍体か

あるが，胃，膀胱，肺，腎，膵等の癌細胞核では，核　　　ら8倍体域にわたつて細胞核が分散していると報告し

内DNA蚤は駒していることカ・儲されている⑮。　ている。　L…ht・nb・rger⑳らは醐ポリープの

Atkin⑭らは子宮癌の癌細胞核内DNA搬は明らかに　　　DNA盤は正常上皮細胞に比ぺて増加して巾広い分布

’増加しており，そのhistogram上の頻値の高い量域　　　を示しているが，この分『布の広がりが細胞分裂を示す

は高2倍体から高4倍体域の間に広く分布しているこ　　　ものであろうと推論している。
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多いであろうと推測している。著君の胃癌における成　　　難は対照に比ぺて明らかに増加して，分布の巾も広

績でもDNA盤の多い細胞核が明らかに増加していた　　　く，高2倍体域の細胞核が大部分を占める症例と，さ

が，その程度は子宮癌よりさらに増加しており，大部　　　らに高4倍体域の細胞核が主体をなす症例とがあっ
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               ABSTRAOT catcinomas,
   The DNA content in individuat nuelei of 5) ln rectal polyp, the nuclei which con-
specimens of gastria and rectal diseases which tained a larger amount of DNA was inereased

were surgically removed at Pro:'essor Maruta,s in nUMber aS much as in gastric polyp. An

Sttrgical Clinic, was measured with the mic.. Of reCtal pOIYp Showed a singie peak in the

rospectrophotometer. histogram,
   The results are sttmmarized as fouows: 6) In rectai adenocareinoma, the DNA

   1) Tine histogram of the DNA content in COnteiit in nuelei was obviously increased ancl

nuclei of the nQrrnal iymphocyt, which was the diStribution of the nuclei wa$ classitied ,

rneasured as a control, revealed amarked pe-･ iiitO 3 tYPeS as well as in gastric adenocaroi-

ak which lay from 20 to 30 Eab (arbitary nOMa, Tlie most of nuelei was distributed

unit); the rangs from 20 to 30 Eab was regar- frOM hypertetraploid to octaploicl. ,

ded as diploid in this investigation, 7) Sumrnqrizing the abeve rnentiongd

   2) In chronic gastritis, the inost of nuc- reSults, the DNA ¢ontent in nuclei of chronic
lei of the mucous epithelium and glandular gastritis shows no difference from that of She

epithelium showed a single pealc which lay normal lymphocyt, the DNA content in nuelei

frQm diploid to hyperdi'plOid in the histograin. of gastric and rectal ･polyp is moderatqly in-

   The distribution of nuclei of, both epith- creased in spite of benign tumer,,the DNA

lium in the histograzn had no relations to, content in nuclei of gastric and rectal ea'rci-

gastria acidity, noma is remarkably increased as compared
   3) ･In gastric polyp, the nuclei which with that of the normal lymphQcyt, or thath

contained a larger amount of DNA was incre- of polyp, and the distribcttion of the nuclei of

ased in number as cempared with chronie carcinoma shows various patterns in the his-

gastritis, the most of nttclel was distributed tograM,

from tetraploid to hypertetraploid,in the his-･ These' re$ttlts may ,have a intimate rela-

togram, showing a single pealc in 5 of 6 cases tion to a prognosis or malignancy of both ,

and two peaks inlcase, gastrio andi rectal carcinomas.
   4) The DNA content in nuclei of gastric

carcinoma was remarkably ,inereased and the

nuclei were distributed from hyperdiploid to

hyperpolypioid 'in the histogram. ,
   The, histogram of carcinoma was classified

into three types; type I showed,a'wide dist-

ribu,tion qf the nuclei ranging from hyperdi- ･ ,
p!oid to hyperpolyploid and multiple peaks in


